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９月定例会平成２７年度一般会計・特別会計決算

２

平成２７年度の
　　　　決算を認定
　平成２８年第３回定例会が、９月９日から１６日までの８日間の会期で開
催され、町から条例改正２件、平成２７年度決算認定８件、平成２８年度補
正予算７件、その他の議案や報告など８件が提出されました。
　また、議会から委員会提出議案１件が提出され、慎重な審議が行われました。

【
歳
出
】

　

性
質
別
に
み
る
と
、
投

資
的
経
費
で
は
、
新
庁
舎

や
伊
南
保
育
所
の
建
設
、

さ
ら
に
関
東
・
東
北
豪
雨

災
害
復
旧
事
業
も
あ
り
、

全
体
で
16
・
０
％
増
加
し

ま
し
た
。

　

一
方
で
、
経
常
経
費
で

は
、
除
雪
経
費
の
大
幅

減
で
維
持
補
修
費
が
37
・

８
％
減
少
、
さ
ら
に
義
務

的
経
費
で
は
人
件
費
な
ど

の
減
に
よ
り
、全
体
で
０
・

２
％
減
少
し
ま
し
た
。

【
歳
入
】

　

消
費
税
増
税
で
地
方
消

費
税
交
付
金
が
63
・
８
％

増
に
な
っ
た
ほ
か
、
自
動

車
取
得
税
交
付
金
が
41
・

６
％
、
災
害
復
旧
な
ど
に

対
す
る
地
方
債
の
発
行
で

町
債
が
26
・
６
％
増
加
し

ま
し
た
。

　

一
方
で
、
利
子
割
交
付

金
が
20
・
３
％
、
配
当
割

交
付
金
が
28
・
１
％
減
少
、

さ
ら
に
前
年
度
の
高
額
寄

付
の
影
響
か
ら
寄
付
金
が

54
・
６
％
減
少
し
ま
し
た
。

決
算
の
あ
ら
ま
し

【
利
子
割
交
付
金
】

　

金
融
機
関
な
ど
か
ら
の
利
子
の
支
払
い
を
受
け
る
際
に
収
め
ら
れ
た

　

税
を
財
源
と
す
る
交
付
金

【
配
当
割
交
付
金
】

　

株
式
な
ど
の
配
当
を
受
け
る
際
に
収
め
ら
れ
た
税
を
財
源
と
す
る
交

　

付
金

【
投
資
的
経
費
】

　

支
出
の
効
果
が
資
本
形
成
に
向
け
ら
れ
、
将
来
に
残
る
施
設
建
設
な

　

ど
に
充
て
る
経
費

【
義
務
的
経
費
】

　

支
出
が
制
度
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
経
費
（
人
件
費
・
扶
助
費
・

　

公
債
費
）

【
経
常
経
費
】

　

毎
年
決
ま
っ
て
支
出
さ
れ
る
経
費　
（
維
持
補
修
費
・
物
件
費
な
ど
）



９月定例会 平成２７年度一般会計・特別会計決算

３

決
算
審
査
の
意
見

　

自
主
財
源
で
あ
る
町
税

な
ど
の
未
納
額
が
依
然
発

生
し
て
い
ま
す
が
、
前
年

度
と
比
較
す
る
と
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険

税
の
未
納
額
も
、
前
年
度

と
比
較
す
る
と
減
少
し
て

お
り
、
税
務
担
当
職
員
の

真
摯
な
取
り
組
み
の
成
果

で
あ
る
と
評
価
で
き
ま

す
。

　

一
方
で
、
水
道
事
業
会

計
を
含
め
た
使
用
料
な
ど

の
未
納
額
は
、
前
年
度
と

比
較
す
る
と
増
加
し
て
い

る
の
で
、
町
税
滞
納
対
策

の
取
り
組
み
に
学
び
、
滞

納
解
消
に
向
け
て
一
層
の

努
力
が
必
要
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
財
政
指

数
は
、
健
全
財
政
に
向
け

た
改
善
の
あ
と
が
見
ら
れ

ま
す
が
、
今
後
も
普
通
交

付
税
な
ど
一
般
財
源
の
減

少
や
人
口
減
少
で
、
財
政

の
見
通
し
が
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
る
こ
と
か
ら
、
行

財
政
改
革
の
さ
ら
な
る
推

進
が
必
要
で
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
効
率

的
・
効
果
的
な
活
用
を
念

頭
に
置
き
、
町
民
の
立
場

に
立
っ
た
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
の
実
現
に

向
け
、
第
２
次
南
会
津
町

振
興
計
画
の
目
標
達
成
に

向
か
っ
て
努
力
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

木下光廣 代表監査委員



９月定例会平成２７年度一般会計・特別会計決算

ー　支　　出　－
（前年度との対比額）

食　　費
【人件費】 200万円（▲ 8万円）

光熱水費・日用品の購入
【物件費・補助費等】 389万円（27万円）

養育費・医療費など
【扶助費】 89万円（▲ 3万円）

車の修理代など
【維持補修費】 49万円（▲ 30万円）

子どもへの仕送り
【他会計への繰出金】 126万円（8万円）

貯　　金
【積立金】 91万円（2万円）

生命保険など
【投資・出資・貸付金】 8万円（▲ 4万円）

家屋の増改築など
【普通建設事業費】 241万円（▲ 35万円）

被害箇所の修理
【災害復旧事業費】 92万円（82万円）

ローンの返済
【公債費】 169万円（9万円）

１年間の支出合計 1,454万円（48万円）

ー　収　　入　ー
（前年度との対比額）

給　　料
【町税】 157万円（▲ 2万円）

パート収入
【負担金・使用料・手数料など】 17万円（2万円）

親からの仕送り
【地方交付税・国県支出金など】 1,029万円（42万円）

ローンの借り入れ
【町債】 191万円（40万円）

その他の収入・貯金引出
【寄附金・繰入金・繰越金・諸収入】 129万円（▲ 13万円）

不動産収入
【財産収入】 4万円（ 同額 ）

１年間の収入合計 1,527万円（69万円）

１０００分の１に
置き換えてみると・・・

※貯金残高およびローンの返済残高には、特別会計を含んでいます。

貯金残高は 794 万円（37万円） ローンの返済残高は 2,182 万円（15 万円）

町の家計簿

平成２７年度
一般会計決算

歳入総額
　１５２億６，６３７万円
歳出総額
　１４５億３，７３６万円

４



９月定例会 平成２７年度一般会計・特別会計決算、議案審議

平 成２７年 度 特 別 会 計 の 決 算 額
会　　計　　名 歳　入 歳　出 差　引

　 国 民 健 康 保 険 　 23 億 8,503 万円 23 億 3,920 万円 4,583 万円
後 期 高 齢 者 医 療 2 億 1,160 万円 2 億 1,082 万円 79 万円
介 護 保 険 19 億 7,753 万円 19 億 5,754 万円 1,998 万円
農 林 業 集 落 排 水 事 業 1 億 6,841 万円 1 億 6,570 万円 271 万円
公 共 下 水 道 事 業 3 億 9,054 万円 3 億 7,649 万円 1,405 万円
簡 易 水 道 事 業 5 億 9,773 万円 5 億 9,292 万円 481 万円

企　業　会　計 収　入 支　出 差　引

水道事業会計
収益的収支 1 億 5,211 万円 1 億 4,325 万円 886 万円
資本的収支 4,680 万円 1 億 2,391 万円 ▲ 7,711 万円

※各会計で１万円未満を四捨五入しているため、差引きが一致しない場合があります。

主 な 財 政 指 数
項　目 平成 27年度 平成 26 年度 解　　　説

財 政 力 指 数
（３カ年平均） 0.233 0.231 町の仕事に必要な経費をどのくらい自力で賄えるか

を表す数値で、「１」に近いほど財政力が高い。

標 準 財 政 規 模 91 億 6,719 万円 89 億 5,607 万円 町の標準的仕事に必要な経費の額

経 常 収 支 比 率 83.9 84.1
町税や地方交付税などの収入が、経常的な支出（給
与・借金返済など）にどのくらい使われたかを示す
数値で、小さいほど自由に使えるお金が多い。

実 質 公 債 費 比 率
（３カ年平均） 6.1 7.0

標準財政規模に対する借金返済の割合で、18％を超
えると、新たに借金をするときに許可が必要になる
など制限が付く。

将 来 負 担 比 率 16.1 16.6 将来負担しなければならない借金などが、標準財
政規模に対してどのくらいあるかを表す数値

　

前
年
度
と
比
較
し
て
、
収
入
が
４
・

７
％
、
支
出
が
３
・
４
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

支
出
で
は
、
被
害
箇
所
の
修
理
で
出
費

が
増
え
た
も
の
の
、
家
屋
の
増
改
築
（
学

校
耐
震
や
土
地
区
画
整
理
）
な
ど
の
事
業

量
が
減
っ
た
こ
と
で
支
出
が
抑
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

収
入
で
は
、
町
が
自
由
に
使
え
る
財
源

「
給
料
（
町
税
）」
が
若
干
減
少
し
、
全
体

の
10
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

「
親
か
ら
の
仕
送
り
（
地
方
交
付
税
・
国

県
支
出
金
な
ど
）」
は
、
全
体
の
67
・
４
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

町
の
家
計
を
み
る
と
、
ま
だ
ま
だ
親
か

ら
の
仕
送
り
が
な
い
と
成
り
立
た
な
い
状

況
で
す
が
、
そ
れ
で
も
堅
実
な
や
り
く
り

（
行
財
政
運
営
）
が
さ
れ
て
、
少
し
ず
つ

状
況
は
改
善
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
的
に
ロ
ー
ン
を
返
済
し
な

が
ら
、
着
実
に
貯
金
を
積
み
立
て
し
て
残

高
を
増
や
し
て
い
る
こ
と
は
、
良
い
傾
向

と
い
え
ま
す
。

　

親
か
ら
の
仕
送
り
に
頼
ら
な
い
自
律
的

な
家
計
を
保
つ
た
め
に
も
、
第
一
次
産
業

の
活
性
化
や
企
業
誘
致
な
ど
で
町
民
所
得

の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

町
の
家
計
は
大
丈
夫
？

５

年 度 別 各 種 税 金・使 用 料 等 未 納 累 計 額

年度 町税 国民健康
保険税 保育料 町営住宅

使用料 介護保険料 後期高齢者
医療保険料

農林業集落
排水使用料

公共下水道
使用料等

簡易水道
使用料 水道使用料等

25 1 億 8,802 万円 1 億 5,063 万円 628 万円 2,485 万円 1,075 万円 243 万円 833 万円 1,303 万円 4,758 万円 2,944 万円

26 1 億 8,397 万円 1 億 3,511 万円 561 万円 2,686 万円 1,153 万円 220 万円 827 万円 1,319 万円 5,074 万円 3,127 万円

27 1 億 7,813 万円 1 億 2,399 万円 459 万円 2,661 万円 1,229 万円 273 万円 891 万円 1,335 万円 5,294 万円 3,271 万円



９月定例会議案審議

平
成
27
年
度
各
種
会
計
決
算

　

各
種
会
計
歳
入
歳
出
決

算
並
び
に
基
金
運
用
状
況

の
審
査
意
見
で
、「
公
益

財
団
法
人
尾
瀬
保
護
財
団

に
対
す
る
出
損
金
が
あ
る

が
、
証
書
等
の
確
認
資
料

が
保
管
さ
れ
て
い
な
い
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
は
。

貝
田
美
郎 

議
員

有
価
証
券
を
審
査
対
象
に

　

今
回
の
決
算
審
査
で
、

合
併
後
初
め
て
有
価
証
券

な
ど
の
「
現
物
」
の
有
無

を
審
査
し
た
と
こ
ろ
、
当

該
出
損
金
の
資
料
が
確
認

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
指

摘
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
財
団
で
は

出
損
証
書
な
ど
を
発
行
し

て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

木
下
代
表
監
査
委
員

　

出
損
金
は
、
寄
付
金
に

近
い
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
27
年
度
中
の
増
減

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
常
に

決
算
審
査
の
対
象
と
す
べ

き
で
は
。

貝
田
美
郎 

議
員

　

町
の
事
業
一
つ
一
つ
が

膨
大
な
書
類
で
整
理
さ
れ

て
お
り
、
限
ら
れ
た
時
間

の
な
か
で
主
な
事
業
を
抽

出
し
て
審
査
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
年
度
中
に
増

減
が
あ
っ
た
有
価
証
券
な

ど
も
、
審
査
の
対
象
に
加

え
ま
す
。

木
下
代
表
監
査
委
員

　

た
か
つ
え
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
利
用
者
数

１
万
７
０
８
人
の
内
訳

は
。

楠　

正
次 

議
員

ゴ
ル
フ
場
の
有
効
利
用
を

　

郡
内
４
５
９
０
人
、
郡

外
６
１
１
８
人
で
す
。

舘
岩
総
合
支
所
長

　

有
酸
素
運
動
と
脳
の
活

性
化
が
、
認
知
症
の
予
防

に
有
効
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
競
技
は
、
そ
の

両
方
を
備
え
て
い
る
の

で
、
福
祉
面
で
の
有
効
利

用
も
考
え
る
べ
き
で
は
。

楠　

正
次 

議
員

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
は
じ
め
、

食
堂
や
温
泉
施
設
を
一
般

開
放
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
福
祉
面
で
の

利
用
も
視
野
に
い
れ
た
運

営
を
、
指
定
管
理
者
と
協

議
し
ま
す
。

副
町
長

　

決
算
審
査
の
意
見
で

は
、
各
種
会
計
の
徴
収
事

務
に
対
し
て
「
未
納
者
の

状
況
を
十
分
把
握
し
て
徴

収
計
画
書
を
作
成
し
、
滞

納
解
消
に
努
め
る
こ
と
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
定
例
会
初
日

の
代
表
監
査
委
員
の
発
言

で
は
、
水
道
事
業
会
計
決

算
で
の
み
、
こ
の
意
見
を

述
べ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
も
記
さ
れ
て
い
た

意
見
で
す
が
、
徴
収
計
画

書
の
作
成
状
況
は
。

貝
田
美
郎 

議
員

徴
収
計
画
の
作
成
状
況
は

　

現
在
課
内
で
滞
納
整
理

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
や
、
滞

納
者
と
接
触
し
た
と
き
の

報
告
書
を
作
成
し
、
情
報

共
有
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

決
算
審
査
の
結
果
、
毎

年
こ
の
よ
う
な
意
見
が
あ

る
以
上
は
、
徴
収
計
画
書

を
整
備
し
て
議
会
へ
も
公

表
す
べ
き
で
す
。

　

町
の
考
え
は
。

貝
田
美
郎 

議
員

　

情
報
公
開
は
町
の
基
本

姿
勢
で
す
。

　

必
要
と
判
断
す
れ
ば
随

時
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

環
境
水
道
課
長

町　

長

６

グラウンドゴルフを楽しむ利用者
（たかつえカントリークラブ）



９月定例会 議案審議
　

全
国
的
に
問
題
を
抱
え

る
空
き
家
対
策
で
す
が
、

町
の
取
り
組
み
は
一
定
の

成
果
が
あ
っ
た
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
び
わ
の
か
げ

総
合
運
動
公
園
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
に
隣
接
す
る
火

災
に
あ
っ
た
空
き
家
は
、

依
然
と
し
て
危
険
な
ま
ま

放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

撤
去
な
ど
に
該
当
す
る

手
段
の
有
無
は
。

大
桃
英
樹 

議
員

危
険
空
き
家
の
撤
去
は

　

当
該
建
物
の
土
地
所
有

者
は
町
な
の
で
、
土
地
所

有
者
と
し
て
未
使
用
で
あ

る
建
物
の
撤
去
を
働
き
か

け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
建
物
所
有
者

に
と
っ
て
は
、
競
売
に
よ

る
取
得
で
少
な
か
ら
ず
投

資
を
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
撤
去
へ
の
同
意
が
得

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
解
決
策
を
検
討

し
ま
す
。

副
町
長

　

窓
明
の
湯
新
築
基
本
構

想
は
、
住
民
懇
談
会
を
開

催
す
る
な
ど
で
地
域
の
意

見
が
反
映
さ
れ
た
構
想
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
施
設
が
閉
鎖

し
て
い
る
現
状
で
も
、
関

係
す
る
看
板
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
撤
去
な
ど

の
方
針
は
。

山
内　

政 

議
員

閉
鎖
施
設
の
看
板
撤
去
を

　

新
た
な
温
泉
施
設
の
建

設
に
合
わ
せ
て
、
既
存
の

看
板
の
撤
去
や
書
き
換

え
、
さ
ら
に
は
新
設
を
検

討
し
ま
す
。

伊
南
総
合
支
所
長

　

町
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
舘
岩
地
域
と
南
郷
地
域

の
２
カ
所
に
設
置
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
地
域
の
指
定
管

理
者
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

南
郷
地
域
ビ
ュ
ー
ポ
イ

ン
ト
の
利
用
者
数
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
公

表
内
容
を
統
一
す
べ
き
で

は
。

山
内　

政 
議
員

公
表
内
容
の
統
一
を

　

今
後
は
、
記
載
内
容
を

統
一
し
て
公
表
し
ま
す
。

南
郷
総
合
支
所
長

　

空
き
家
対
策
事
業
費
の

内
訳
は
。

室
井
嘉
吉 

議
員

空
き
家
除
却
補
助
の
実
績
は

　

下
表
の
と
お
り
で
す
。

総
合
政
策
課
長

空き家対策事業費の内訳

区　　分 金　額

台 帳 管 理 シ ス テ ム 整 備 367 万 2 千円

除 却 補 助 487 万 3 千円

登 録 作 業・ 図 面 作 成 委 託 料 128 万 3 千円

　

除
却
補
助
を
実
施
し
た

地
域
の
内
訳
は
。

室
井
嘉
吉 

議
員

　

田
島
２
件
、
舘
岩
３

件
、
伊
南
３
件
、
南
郷
１

件
の
、
合
計
９
件
で
す
。

総
合
政
策
課
長

平
成
27
年
度
各
種
会
計
決
算

７

書き換えが検討されている
窓明の湯の案内看板



９月定例会議案審議

８

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

藤
生
区
か
ら
富
貴
沢
橋

拡
幅
工
事
の
要
望
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
備
費
を
充
当
し
、
ま

ず
は
測
量
だ
け
で
も
実
施

す
べ
き
で
は
。

星
登
志
一 

議
員

要

望

へ

の

対

応

を

　

本
件
の
み
な
ら
ず
、
対

応
が
必
要
な
事
案
が
多
く

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
災
害
で

緊
急
を
要
す
る
事
業
が
増

え
て
い
ま
す
。

町　

長

地方財政の充実・強化を求める意見書採択

第 ３ 回 臨 時 会
平成２８年８月４日議案審議

　

冬
期
間
の
安
全
・
安
心
な
交
通
確
保
の
た
め
、

購
入
後
18
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
し
て
い
る
除
雪

車
両
１
台
の
更
新
と
、
新
規
に
１
台
購
入
す
る
た

め
の
議
案
１
件
（
物
品
購
入
契
約
）
が
提
出
さ
れ
、

慎
重
な
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
で
は
、
除
雪

車
両
を
３
台
購
入
す
る
計

画
で
し
た
。

　

今
回
は
２
台
購
入
す
る

契
約
で
す
が
、
残
り
１
台

の
取
り
扱
い
は
。

貝
田
美
郎 

議
員

計
画
と
違
う
理
由
は

　

財
源
と
な
る
交
付
金
が

２
台
分
で
決
定
し
た
の

で
、
残
り
１
台
は
平
成
29

年
度
で
対
応
し
ま
す
。

建
設
課
長

　

交
付
金
の
ほ
か
、
財
源

の
内
訳
は
。

貝
田
美
郎 

議
員

　

交
付
金
が
３
分
の
２
、

残
り
３
分
の
１
は
起
債
と

一
般
財
源
で
す
。

建
設
課
長

　

更
新
と
新
規
で
１
台
ず

つ
で
す
が
、
更
新
対
象
車

両
の
処
分
方
法
は
。

高
野
精
一 

議
員

　

売
却
な
ど
の
処
分
は
せ

ず
に
、
今
後
は
公
共
施
設

な
ど
の
除
雪
で
利
活
用
し

ま
す
。

建
設
課
長

　

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
考

慮
し
、
地
域
住
民
と
の
対

話
も
踏
ま
え
な
が
ら
対
応

し
ま
す
。

国 へ 意 見 書 を 提 出

　平成２８年第２回定例会（６月１０日）に提出
された「地方財政の充実・強化を求める意見書提
出の請願（請願者：自治労南会津町職員労働組合
執行委員長 塩生敬洋 氏）」は総務委員会に付託さ
れ、会期中に紹介議員や町財政担当職員から聞き
取りをする一方で、本年度から導入された「トッ
プランナー方式※１

　 」で、本町の地方交付税算定の
変化を審査するため、継続審査になりました。
　閉会中も委員会を開催して調査した結果、本
年度の地方交付税算定への影響は１３事業で約
２千万円減額となり、次年度以降も対象事業が拡
大されます。
　このことから、８月４日の委員会で慎重に審査
した結果、「トップランナー方式」による改革は地
方交付税制度の根幹を揺るがすものであり、全会
一致で「採択すべきもの」と決定し、楠正次委員
長から審査の経過と結果が報告されました。
　審議の結果、全会一致で採択され、国に意見書
が提出されました。

　

入
札
で
は
、
指
名
７
社

の
う
ち
６
社
が
辞
退
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
は
。

楠　

正
次 

議
員

　
「
納
期
が
間
に
合
わ
な

い
」
と
「
会
社
の
都
合
に

よ
る
」
が
、
３
社
ず
つ
で

す
。

建
設
課
長

藤生区内「富貴沢橋」現地調査のようす
（９月１３日：産業建設委員会）

　トップランナー方式
　民間委託などでコストを削減している地方自治
体の経費水準を標準的なものとして、普通交付税
算定における単位費用の積算に反映させるもの

用語



９

 
一  
般  

質  

問

１　高野　精一　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・10㌻
　　①消えた条例について
　　②除雪作業について
　　③風評被害について

２　楠　　正次　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・11㌻
　　①第３セクターと町の関わりについて
　　②発達障がい児支援について
　　③小学校の統廃合について

３　丸山　陽子　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・12㌻
　　①「赤ちゃんの駅」の設置について
　　②家庭照明のＬＥＤ化支援について

４　湯田　　哲　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・13㌻
　　①県教育委員会の宇宙教育への本町の取り組みは
　　②天文台による宇宙教育と観光振興を

５　森　　秀一　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・14㌻
　　①南郷スキー場第２ゲレンデに通じる町道の改良整備について
　　②ふくしま駅伝の応援体制について

６　星　登志一　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・15㌻
　　①東武鉄道ＳＬ運転計画と会津田島駅ＳＬ展示車活用
　　②会津縦貫南道路の景観と活用
　　③乾杯条例の今後の推進計画
　　④基金の現状と運用計画

７　山内　　政　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・16㌻
　　①町補助金の不正支出未遂について

８　室井　英雄　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・17㌻
　　①貧困世帯について

９　渡部　訓正　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・18㌻
　　①新型特急の会津田島駅乗り入れについて
　　②木質バイオマス燃料の普及について

10　室井　嘉吉　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・19㌻
　　①町民の歌の扱いについて
　　②町の宣伝看板などの設置場所について
　　③新規林業従事者について

一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般

に
わ
た
り
執
行
機
関
に
問
題
点
を
た
だ
し
、

所
信
の
表
明
を
求
め
て
政
治
姿
勢
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
す
。

　平成２８年９月定例会の一般質問が、１４日と１５日の２日間にわたり行

われ、通告した１０人の議員が登壇し、町の対応や考え方などを問いました。

登 壇 順 序 ・ 質 問 項 目

　町政を問う！



　

町
の
除
雪
作
業

　

に
よ
り
、
冬
期

間
の
町
民
の
安
全
・
安
心

が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

除
雪
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
雪
捨

て
場
の
確
保
の
た
め
に
、

責
任
を
も
っ
て
対
処
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　

町
の
考
え
は
。

　

合
併
前
の
旧
４

　

町
村
で
は
、
地

域
安
全
条
例
が
制
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

廃
止
さ
れ
た
理
由
は
。

　

除
雪
作
業
の

　

効
率
を
上
げ

る
た
め
に
は
、
雪
捨
て
場

の
確
保
は
重
要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
や
委
託

事
業
者
が
直
接
地
域
に
出

向
い
て
雪
捨
て
場
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
宅
地
造
成
な
ど
土

地
利
用
の
変
化
に
よ
り
、

年
々
そ
の
確
保
が
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

除
雪
事
業
は
地
域
の
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ

り
、
引
き
続
き
地
域
と
一

体
と
な
っ
た
除
雪
体
制
の

構
築
に
努
め
ま
す
。

問町
長

　

こ
の
条
例
で

　

組
織
す
る

「
町
村
生
活
安
全
推
進
協

議
会
」
に
類
似
す
る
団
体

が
、
す
で
に
そ
の
目
的
と

す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
合
併
協
議
会

で
は
、「
本
条
例
を
継
続

せ
ず
に
廃
止
す
る
」と
し
、

防
犯
協
会
や
交
通
安
全
対

策
協
議
会
な
ど
に
、
そ
の

活
動
を
委
ね
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

問

風

評

被

害

の

克

服

を

町
長
＝
産
地
の
形
成
に
取
り
組
む

町
長

10

町政を問う
一 般 質 問

高
野　

精
一　

 

議
員

　

農
業
の
風
評
被

　

害
を
克
服
す
る

た
め
、
前
へ
進
む
農
業
や

ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
む

考
え
は
。　

依
然
、
風
評

　

被
害
は
払
拭

さ
れ
な
い
状
況
で
す
。

　

特
に
、
県
産
農
産
物
の

安
心
と
安
全
性
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
や
食
の

安
全
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と

も
に
、
農
業
の
体
制
強
化

や
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

問町
長

地
域
安
全
条
例
の
廃
止
理
由
は

町
長
＝
合
併
協
議
会
で
廃
止
を
決
定

町長＝地域と一帯で除雪体制を構築
地 域 で 雪 捨 て 場 の 確 保 を

農産物の放射性物質を検査して風評被害の払拭に取り組む
（写真は園芸品目の放射性物質簡易分析装置）



楠　
　

正
次　

議
員

町政を問う
一 般 質 問

11

　

会
津
高
原
リ
ゾ

　

ー
ト
㈱
は
、
新

規
就
農
者
を
は
じ
め
冬
期

間
の
雇
用
の
場
と
し
て
重

要
な
位
置
づ
け
で
す
。

　

固
定
資
産
税
や
町
所
有

施
設
貸
付
料
な
ど
の
収
入

金
額
は
。　

平
成
27
年
度

　

の
町
税
と
、

町
有
建
物
お
よ
び
土
地

貸
付
料
は
、
合
計
で

１
７
５
６
万
３
千
円
で

す
。 問町

長

本
町
の
小
学
校
配
置
の
考
え
は

教
育
長
＝
現
段
階
で
は
現
状
維
持

　

小
学
生
の
通
学

　

時
間
と
距
離
が

児
童
に
与
え
る
影
響
（
ス

ト
レ
ス
）
は
大
き
い
と
思

い
ま
す
。

　

本
町
の
学
校
配
置
に
対

す
る
考
え
は
。

　

現
状
維

　

持
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
子
ど
も

た
ち
に
よ
り
良
い
環

境
の
整
備
を
第
一
に

考
え
、
地
域
の
実
情

な
ど
を
聞
き
な
が

ら
、
配
置
を
検
討
し

ま
す
。 問

町長＝最善の改善策を検討
会津高原リゾート㈱の債務解消は

　
「
さ
い
た
ま
市

　

立
舘
岩
少
年
自

然
の
家
」
の
ス
キ
ー
指
導

員
を
含
め
た
、
冬
期
間
の

雇
用
者
数
は
。

　
「
自
然
の
家

　

ス
キ
ー
教

室
」
に
登
録
し
て
い
る
指

導
員
は
71
人
で
す
。

　

な
お
、
そ
の
指
導
員
を

含
め
た
、
会
津
高
原
リ

ゾ
ー
ト
㈱
の
冬
期
雇
用
者

数
は
３
１
１
人
で
す
。

問町
長

　

長
期
債
務
を
含

　

め
た
債
務
解
消

の
考
え
と
解
決
策
は
。

　

現
在
、
債
務

　

に
対
す
る
町

の
関
わ
り
や
、
公
費
を
支

出
し
た
場
合
の
財
政
へ
の

影
響
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
考
慮
し
て
債
務
解

消
の
可
能
性
と
改
善
策
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

法
的
な
規
制
も
十
分
考

慮
し
た
う
え
で
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
具
体

的
な
説
明
は
で
き
ま
せ

ん
。 問町

長

教
育
長

　

平
成
34
年
度

　

の
、
児
童
数
の

減
少
見
込
み
は
。

　

左
表
の
と
お

　

り
で
す
。

問教
育
長

町立小学校児童数の推移

学校名 平成 28 年度
（9 月 8 日現在）

平成 34 年度
（見込み） 増減

田 島 273 人 224 人 ▲ 49 人
田 島 第 二 103 人 79 人 ▲ 24 人
桧 沢 46 人 37 人 ▲ 9 人
荒 海 107 人 71 人 ▲ 36 人
舘 岩 50 人 38 人 ▲ 12 人
伊 南 58 人 35 人 ▲ 23 人
南 郷 73 人 83 人 10 人

　

小
学
生
の
通
学

　

に
係
る
時
間
と

距
離
の
限
界
値
は
。

　

適
正
規
模
の

　

条
件
と
し

て
、
距
離
は
お
お
む
ね
４

キ
ロ
以
内
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
時
間
の
明
記
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
交
通
手

段
を
問
わ
ず
、
お
お
む
ね

１
時
間
以
内
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

問教
育
長

　
そ
の
他
の
質
問

　
・
発
達
障
が
い
児
支
援
に
つ
い
て



　

乳
幼
児
を
連
れ

　

た
方
が
、
お
む

つ
替
え
や
授
乳
に
安
心
し

て
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と

が
で
き
る
施
設
と
し
て
、

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
を
設

置
す
る
考
え
は
。

町政を問う
一 般 質 問

丸
山　

陽
子　

 

議
員

問

　

家
庭
用
照
明
の

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
を
進
め
る
た
め
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
に
取
り
組
む
町
民
に

対
す
る
助
成
制
度
を
創
設

す
る
考
え
は
。

家
庭
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
支
援
を

町
長
＝
現
段
階
で
実
施
す
る
考
え
は
な
い

問

　

町
の
多
く
の

　

公
共
施
設

に
、
お
む
つ
替
え
が
で
き

る
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト
を
設
置

し
て
お
り
、「
会
津
田
島

祇
園
会
館
」
で
は
、
お
む

つ
替
え
と
授
乳
ス
ペ
ー
ス

が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
情
報

を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

掲
載
し
、
町
民
を
は
じ
め

観
光
客
に
も
周
知
し
て
い

き
ま
す
。

　

な
お
、「
赤
ち
ゃ
ん
の

駅
」
と
し
て
の
指
定
は
、

そ
の
認
知
度
を
見
極
め
な

が
ら
検
討
し
ま
す
。

町
長

　

家
庭
の
消
費

　

電
力
量
の

15
％
を
占
め
る
照
明
機
器

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
切
り
替
え
る

こ
と
は
、
重
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
だ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
家
庭
向
け
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
は
、
海
外

メ
ー
カ
ー
の
参
入
な
ど
で

低
価
格
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
個
人
住
宅
に

対
す
る
補
助
制
度
の
必
要

性
は
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。

　

町
と
し
て
は
、
公
共
施

設
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な

ど
、
ま
ず
は
町
民
が
広
く

活
用
で
き
る
施
策
に
取
り

組
み
ま
す
。

12

町
長

町長＝認知度を見極めて検討
「 赤 ち ゃ ん の 駅 」 の 設 置 を

会津田島祇園会館内のおむつ替え（手前）と授乳（奥）スペース
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議
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13

　

通
年
型
観
光

　

施
設
の
乏
し

い
本
町
に
と
っ
て
、
新
し

い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
誕
生

す
れ
ば
、
交
流
人
口
の
拡

大
に
つ
な
が
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
天
文
台

で
「
ど
の
よ
う
な
観
光
誘

客
を
進
め
、
教
育
旅
行
な

ど
に
生
か
し
て
い
く
の

か
」
や
「
そ
の
役
割
を
誰

が
担
う
の
か
」
な
ど
、
地

域
を
巻
き
込
ん
だ
観
光
誘

客
の
仕
組
み
づ
く
り
も
必

要
で
す
。

　

全
国
か
ら
の
観

　

光
客
や
修
学
旅

行
の
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
、
自
分
の
目
で
見
る
宇

宙
の
神
秘
や
感
動
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
、
宇
宙
教
育

と
観
光
振
興
に
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
も
大
型
望
遠
鏡

を
備
え
た
本
格
的
な
天
文

台
を
建
設
す
る
べ
き
で

は
。 問町

長

宇
宙
教
育
へ
の
取
組
み
は

教
育
長
＝
地
域
の
有
識
者
と
連
携

　

平
成
28
年
３
月

　

25
日
、
県
教
育

委
員
会
は
、
宇
宙
開
発
や

天
文
学
な
ど
を
学
ぶ
「
宇

宙
教
育
」
の
充
実
を
目
指

し
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
宇
宙

教
育
セ
ン
タ
ー
と
連
携
協

定
を
結
び
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
基
づ
き
、
同
年

５
月
22
日
に
「
宇
宙
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

本
町
教
職
員
の
参
加
の
有

無
は
。

　

ま
た
、
宇
宙
教
育
へ
の

取
り
組
み
は
。

問

　

本
町
教
職
員

　

の
参
加
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

広
大
な
宇
宙
の
謎
や
宇

宙
へ
の
探
求
心
は
、
子
ど

も
た
ち
の
好
奇
心
や
冒
険

心
を
か
き
た
て
る
素
晴
ら

し
い
体
験
だ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

宇
宙
教
育
は
、
星
空
観

察
や
宇
宙
に
関
す
る
専
門

的
な
学
び
、
さ
ら
に
施
設

見
学
な
ど
の
社
会
教
育
面

で
取
り
組
む
こ
と
で
、
ふ

る
さ
と
の
自
然
や
人
材
の

素
晴
ら
し
さ
を
知
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
の
有
識

者
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
み
ま
す
。

町長＝関係機関と慎重に議論
本 格 的 な 天 文 台 の 建 設 を

教
育
長

　

針
生
天
文
台
の
利
活
用

な
ど
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
観
光
物
産
協
会
な
ど

の
関
係
団
体
と
慎
重
に
議

論
し
ま
す
。

針生天文台の天体望遠鏡設備
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ひ
め
さ
ゆ
り

　

の
咲
く
ゲ
レ

ン
デ
ま
で
、
送
迎
用
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
た
と

こ
ろ
通
行
に
支
障
が
あ

り
、
本
路
線
の
改
良
整
備

の
必
要
性
を
認
識
し
ま
し

た
。

　

夏
季
シ
ー
ズ
ン
の
ゲ
レ

ン
デ
利
用
に
、
ひ
め
さ
ゆ

り
を
積
極
的
に
活
用
し
て

い
く
方
針
で
あ
り
、
さ
ら

な
る
誘
客
と
利
用
者
の
安

全
確
保
の
た
め
、
当
面
は

急
勾
配
箇
所
の
解
消
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

今
後
は
、
ゲ
レ
ン
デ
利

用
を
考
え
る
な
か
で
、
ア

ク
セ
ス
方
法
を
検
討
し
ま

す
。

　

南
郷
ス
キ
ー
場

　

第
２
ゲ
レ
ン
デ

に
あ
る
、
ひ
め
さ
ゆ
り
観

賞
地
へ
の
町
道
は
急
傾
斜

地
で
、
急
勾
配
の
ヘ
ア
ピ

ン
カ
ー
ブ
が
あ
り
ま
す
。

　

通
行
者
が
好
感
を
持
っ

て
観
賞
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
町
道
の
改
良
整
備

を
す
べ
き
で
は
。

問

町
長

ふ
く
し
ま
駅
伝
の
応
援
体
制
は

教
育
長
＝
16
区
間
全
て
を
応
援

　

選
手
は
南
会
津

　

町
の
代
表
で
あ

り
、
16
区
間
を
力
走
す
る

全
て
の
選
手
を
応
援
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。

　

応
援
者
募
集
の
方
法
と

応
援
体
制
は
。

問
　

広
報
紙
な
ど

　

を
通
じ
た
募

集
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

町
議
会
議
員
や
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
な
ど
の
関
係
者

で
応
援
団
を
組
織
し
、
16

区
間
全
て
で
選
手
に
声
援

を
送
れ
る
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

教
育
長

町長＝アクセス方法を検討
第２ゲレ ンデに通じる町道整備を

ふくしま駅伝スタート後のようす
「しらかわカタールスポーツパーク（白河市総合運動公園）」
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そ
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他
の
質
問

　
・
基
金
の
現
状
と
運
用
計
画

15

　

途
中
の
野
岩

　

線
沿
線
は
、

ト
ン
ネ
ル
が
長
く
排
煙
設

備
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｌ
の
重
量
が

電
車
の
２
倍
で
あ
り
、
走

行
が
困
難
な
状
況
で
す
。

　

平
成
29
年
８

　

月
、
下
今
市
か

ら
鬼
怒
川
温
泉
ま
で
Ｓ
Ｌ

が
運
行
さ
れ
ま
す
。

　

会
津
線
へ
の
乗
り
入
れ

計
画
は
。

問町
長

会
津
縦
貫
南
道
路
の
騒
音
対
策
は

町
長
＝
設
計
段
階
か
ら
配
慮
さ
れ
る
と
認
識

　

国
道
１
２
１
号

　

線
は
、
夜
間
で

も
多
く
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク

が
通
行
し
て
い
ま
す
。

　

会
津
縦
貫
南
道
路
の
整

備
で
、
さ
ら
な
る
増
加
が

想
定
さ
れ
ま
す
が
、
平
地

部
の
騒
音
対
策
は
。

問
　

自
然
環
境
や

　

生
活
環
境
の

事
前
調
査
に
よ
り
、
設
計

段
階
か
ら
配
慮
さ
れ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

町
長

町長＝電車の２倍の重量で走行が困難
東武線から会津線へＳＬ乗り入れを

　

県
道
黒
磯
田
島

　

線
と
の
関
係
性

は
。問

　

こ
の
県
道

　

は
、
栃
木
県

や
茨
城
県
も
含
め
た
広
域

的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
が
可
能
な
路
線
で

す
。

　

会
津
縦
貫
南
道
路
と
の

接
続
で
、
さ
ら
に
大
き
な

効
果
が
期
待
で
き
る
の

で
、
引
き
続
き
国
道
昇
格

を
視
野
に
入
れ
た
要
望
活

動
を
強
化
し
ま
す
。

町
長

乾

杯

条

例

の

効

果

は

町
長
＝
ま
ち
な
か
賑
わ
い
の
き
っ
か
け
に

　

条
例
の
制
定
か

　

ら
３
年
を
迎
え

ま
す
が
、
そ
の
効
果
は
。

問
　
「
地
酒
で
乾

　

杯
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会
」
な
ど

の
活
動
で
消
費
も
伸
び
、

蔵
元
を
支
え
る
力
や
ま
ち

な
か
の
賑
わ
い
を

取
り
戻
す
き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
ま

す
。 町

長　

米
価
の

　

低
迷
に

備
え
て
酒
米
の
増

産
を
掲
げ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
効
果

と
今
後
の
推
進
計

画
は
。 問

　

酒
米
の
作
付

　

け
は
、
平
成

27
年
度
は
64
㌶
、
平
成
28

年
度
は
68
㌶
を
予
定
し
、

年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　

酒
米
の
提
供
は
極
め
て

有
効
で
あ
り
、
地
産
外
消

に
も
努
め
ま
す
。

町
長

　

会
津
田
島
駅
に

　

展
示
さ
れ
て
い

る
Ｓ
Ｌ
の
反
響
と
、
今
後

の
活
用
計
画
は
。

問
　

Ｓ
Ｌ
を
運
行

　

す
る
に
は
、

鉄
道
設
備
や
維
持
管
理
に

膨
大
な
費
用
が
か
か
る
の

で
、
引
き
続
き
展
示
し
な

が
ら
観
光
誘
客
に
活
用
し

ま
す
。

町
長

全国一斉日本酒で乾杯オープニングセレモニー（10月１日）
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本
年
４
月
13

　

日
、
同
支
部

長
を
名
乗
る
人
か
ら
担
当

職
員
に
「
今
回
、
支
部
長

が
代
わ
っ
た
。
送
付
さ
れ

た
総
会
資
料
は
新
支
部
長

に
届
け
て
お
く
の
で
、
次

回
か
ら
伊
南
支
部
に
関
す

る
書
類
は
、
全
て
新
支
部

長
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
の
電
話
が
あ
り
、
同
時

に
新
支
部
長
の
住
所
も
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

担
当
職
員
は
、
電
話
の

内
容
を
係
長
に
報
告
し
て

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
支
部

長
の
氏
名
を
名
乗
り
、
同

協
議
会
総
会
の
欠
席
者
の

み
に
送
付
し
た
資
料
の
存

在
を
知
っ
て
い
た
こ
と
、

ま
た
、
同
支
部
役
員
の
任

期
が
同
年
３
月
末
で
満
了

す
る
こ
と
か
ら
電
話
の
内

　

平
成
28
年
度
南

　

会
津
町
交
通
対

策
協
議
会
伊
南
支
部
の
補

助
金
申
請
書
が
、
支
部
長

で
な
い
人
あ
て
に
届
い
た

理
由
は
。

問町
長

　

交
代
の
確
認

　

は
し
て
い
ま

せ
ん
。

　

な
お
、
こ
の
書
類
を
受

け
取
っ
た
人
か
ら
は
「
私

は
支
部
長
に
な
っ
て
い
な

い
し
、
交
通
関
係
の
役
員

に
も
就
い
て
い
な
い
」
と

の
連
絡
を
同
年
４
月
27
日

に
受
け
た
の
で
、
同
月
13

日
の
電
話
の
内
容
を
担
当

職
員
が
説
明
し
て
謝
罪
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
後
す
ぐ
に

支
部
長
か
ら
、
支
部
長
で

な
い
人
に
関
係
書
類
を
送

付
し
た
経
緯
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

担
当
職
員
が
同
様
の
内
容

を
説
明
し
、
謝
罪
し
ま
し

た
。

　

伊
南
総
合
支
所

　

の
担
当
者
へ
の

確
認
は
。
問町

長

　

本
件
は
、
電

　

話
の
内
容
を

信
用
し
、
事
実
確
認
を

怠
っ
た
こ
と
が
原
因
で

す
。

　

今
後
は
、
関
係
者
へ
の

確
認
と
書
面
に
よ
る
届
出

で
対
応
し
ま
す
。

　

架
空
の
申
請
者

　

な
ど
に
対
す
る

再
発
防
止
策
は
。

問町
長

　

補
助
金
を
受

　

け
取
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

　

同
協
議
会
伊
南

　

支
部
と
の
関
係

修
復
は
。
問町

長

16

容
を
信
用
し
、
新
支
部
長

と
伝
え
ら
れ
た
人
あ
て
に

関
係
書
類
を
郵
送
し
ま
し

た
。

町長＝電話連絡を信用し確認を怠った
なぜ架空の代表者に補助金申請書類が

伊南地域交通安全鼓笛パレードのようす（９月１５日）



室
井　

英
雄　

議
員

町政を問う
一 般 質 問

町長＝教育経費に関わる各種支援を実施
貧 困 世 帯 へ の 子 育 て 支 援 策 は

　

国
民
生
活
基

　

礎
調
査
は
抽

出
調
査
で
あ
り
、
自
治
体

ご
と
の
調
査
デ
ー
タ
を
収

集
し
て
い
な
い
の
で
、
全

国
・
全
県
の
推
計
は
可
能

で
す
が
、
本
町
の
数
字
を

示
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

な
お
、
本
町
の
生
活
困

窮
の
実
態
と
し
て
示
せ
る

も
の
は
生
活
保
護
世
帯
と

保
護
人
数
で
あ
り
、
平
成

27
年
度
末
現
在
で
83
世
帯

99
人
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
が

　

２
０
１
４
年
７

月
に
ま
と
め
た
「
国
民
生

活
基
礎
調
査
」に
よ
る
と
、

貧
困
率
は
16
・
１
％
と
過

去
最
悪
で
、
日
本
人
の
６

人
に
１
人
が
貧
困
層
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
意
識
と
し

て
「
苦
し
い
」
と
答
え
た

世
帯
が
約
６
割
を
占
め
、

親
か
ら
子
へ
の
貧
困
連
鎖

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
貧
困
世
帯
数
と

そ
の
割
合
は
。

問

町
長

　

小
中
学
校
で

　

は
、要
保
護
・

準
要
保
護
児
童
生
徒
お
よ

び
特
別
支
援
児
童
生
徒
援

助
事
業
と
し
て
、
学
童
用

品
・
修
学
旅
行
費
・
学
校

給
食
費
の
ほ
か
、
教
育
に

関
わ
る
各
種
費
用
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
を
抱
え

　

る
貧
困
世
帯
に

対
す
る
町
の
支
援
策
は
。

問町
長

　

県
内
で
は
11

　

医
療
機
関
が

指
定
を
受
け
て
お
り
、
会

津
地
方
で
は
会
津
中
央
病

院
が
唯
一
指
定
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

貧
困
世
帯
に
対

　

す
る
「
※
３

　

無
料

低
額
診
療
制
度
」
が
あ
り

ま
す
が
、
南
会
津
地
方
で

こ
の
制
度
は
該
当
し
ま
す

か
。 問町

長

17

用語　
※
１

　

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

　

18
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
配

偶
者
の
な
い
父
親
ま
た
は
母
親
と
そ
の
児

童
、
お
よ
び
父
母
の
い
な
い
児
童
の
医
療

費
を
助
成
す
る
制
度

　

１
世
帯
で
同
一
受
診
月
毎
に
、
医
療
機

関
の
窓
口
で
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
の
う

ち
千
円
を
超
え
た
金
額
を
給
付

用語　
※
２

　

子
育
て
ス
マ
イ
ル
支
援
事
業

　

町
に
住
所
を
有
し
、
平
成
27
年
４
月
１

日
以
降
生
ま
れ
た
新
生
児
を
養
育
し
、
生

計
が
同
一
で
あ
る
保
護
者
で
、
町
に
対
す

る
支
払
義
務
の
あ
る
も
の
全
て
に
滞
納
が

な
い
世
帯
に
属
す
る
場
合
に
、
商
品
券
を

交
付

　

第
１
子
10
万
円
、
第
２
子
20
万
円
、
第

３
子
以
降
30
万
円

　

な
お
、
本
町
で
は
「
※
１

　

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助

成
制
度
」
や
「
※
２

　

子
育
て

ス
マ
イ
ル
支
援
事
業
」、

「
年
長
児
保
育
料
無
料
化
」

で
、
貧
困
世
帯
に
限
ら
ず

子
育
て
世
帯
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

用語　
※
３

　

無
料
低
額
診
療
制
度

　
「
低
所
得
者
」「
要
保
護
者
」

「
ホ
ー
ム
レ
ス
」「
Ｄ
Ｖ
被
害

者
」「
人
身
取
引
被
害
者
」

な
ど
の
生
活
困
難
者
を
対
象

に
、
無
料
ま
た
は
低
額
料
金

で
診
察
す
る
制
度



町政を問う
一 般 質 問

渡
部　

訓
正　

 

議
員

　

先
に
開
催
さ

　

れ
た
「
全
国

町
並
み
ゼ
ミ
大
内
・
前
沢

大
会
」
で
は
、
ま
ち
の
案

内
人
の
協
力
に
よ
り
約
２

時
間
の
散
策
ル
ー
ト
を
設

定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
春
の
「
南

山
の
桜
と
歴
史
め
ぐ
り

ウ
ォ
ー
ク
」
で
は
、
歴
史

や
文
化
に
特
化
し
た
散
策

コ
ー
ス
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
二
次
交
通
対
策

と
し
て
、
観
光
地
巡
り
の

循
環
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の

運
行
を
計
画
し
な
が
ら
誘

客
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

新
型
特
急
乗
り

　

入
れ
ま
で
半
年

と
な
り
ま
し
た
。

　

終
着
駅
と
な
る
会
津
田

島
駅
を
起
点
と
し
た
散
策

ル
ー
ト
な
ど
の
取
り
組
み

や
、
首
都
圏
へ
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
の
働
き
か
け
は
。

問町
長

　

町
の
森
林
面
積

　

は
90
％
を
超
え

て
お
り
、
本
町
の
循
環
型

社
会
の
形
成
に
は
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
普
及

が
重
要
な
課
題
で
す
。

　

引
き
続
き
、
普
及
を
推

進
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
現
状
と
方
針
は
。

問
　

町
で
は
、
木

　

質
バ
イ
オ
マ

ス
ボ
イ
ラ
ー
を
「
き
ら
ら

２
８
９
」
と
「
会
津
ア
ス

ト
リ
ア
ホ
テ
ル
」
の
２
箇

所
に
導
入
し
て
い
ま
す

が
、
稼
働
し
て
い
る
の
は

「
き
ら
ら
２
８
９
」
の
み

で
す
。

町
長

18

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
普
及
を

町
長
＝
森
林
整
備
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
で
継
続

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み

は
、
首
都
圏
で
の
観
光
誘

客
キ
ャ
ラ
バ
ン
や
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
で
情
報
を
発
信
し

ま
す
。

町長＝散策コースの設定や二次交通対策を検討
新型特急 乗り入れへの取り組みは

全国町並みゼミ大内・前沢大会「町並み見学会」のようす（９月１０日）

　

年
間
を
通
し
て
稼
働
す

る
た
め
の
原
木
必
要
量

は
、
き
ら
ら
２
８
９
で

３
６
０
㎥
、
会
津
ア
ス
ト

リ
ア
ホ
テ
ル
で
３
０
０
０

㎥
を
見
込
ん
で
い
ま
す

が
、
現
在
は
「
き
ら
ら

２
８
９
」
の
み
に
燃
料

チ
ッ
プ
が
供
給
さ
れ
て
い

る
状
況
で
す
。

　

本
町
の
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
事
業
は
、
森
林
整
備
と

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

と
い
う
２
つ
の
基
本
方
針

で
あ
り
、
化
石
燃
料
の
価

格
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
持
続
可
能
な
施
策
を

進
め
ま
す
。



室
井　

嘉
吉　

議
員

町政を問う
一 般 質 問

町長＝森林組合で 11人、林産業者で 3人を新規雇用
新 規 林 業 従 事 者 の 雇 用 状 況 は

　

森
林
組
合
で

　

は
、
間
伐
材

等
搬
出
促
進
事
業
で
１

人
、
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
カ
ー

育
成
事
業
で
10
人
を
新
た

に
通
年
雇
用
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
の
林
産
業

者
３
社
が
林
産
業
人
材
育

成
支
援
事
業
を
活
用
し
、

そ
れ
ぞ
れ
１
人
を
通
年
雇

用
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
森
林
整
備
の
仕

事
は
主
に
夏
場
で
あ
り
、

通
年
で
仕
事
を
す
る
た
め

に
は
、
冬
期
間
の
仕
事
の

確
保
が
必
要
で
す
。

　

町
の
地
方
創
生

　

計
画
で
は
、
基

盤
産
業
で
あ
る
林
業
の
雇

用
力
が
極
め
て
低
い
と
分

析
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
27
年

度
か
ら
平
成
31
年
度
の
５

カ
年
計
画
で
、
新
規
林
業

従
事
者
15
人
の
雇
用
を
目

標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
現
状
と
問
題
点
は
。

問町
長

町
民
の
歌
を
「
制
定
」
扱
い
に

町
長
＝
平
成
28
年
３
月
19
日
を
制
定
日
に

　

町
民
憲
章
や
町

　

章
、
そ
し
て
町

の
花
・
木
・
鳥
を
「
制
定
」

し
て
例
規
集
に
登
載
し
て

い
ま
す
が
、町
民
の
歌「
春

夏
秋
冬
」
も
同
様
に
扱
う

べ
き
で
は
。

問

　

町
民
の
歌
を

　

披
露
し
た
、

合
併
10
周
年
記
念
式
典
の

開
催
日（
本
年
３
月
19
日
）

を
制
定
日
と
し
、
例
規
集

に
登
載
す
る
手
続
き
を
進

め
ま
す
。

町
長

新
庁
舎
に
宣
言
看
板
の
設
置
を

町
長
＝
外
構
工
事
で
検
討

　

合
併
前
の
旧
町

　

村
で
は
数
々
の

宣
言
が
さ
れ
、
そ
れ
ら
の

看
板
を
設
置
し
な
が
ら
町

民
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま

し
た
。

　

新
庁
舎
の
建
設
に
合
わ

せ
て
、
宣
言
看
板
を
掲
げ

る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
べ

き
で
は
。

問

　

合
併
協
議
会

　

で
「
各
種
宣

言
は
新
町
で
必
要
に
応
じ

て
宣
言
す
る
」
と
さ
れ
、

現
在
宣
言
し
て
い
る
の
は

「
非
核
平
和
の
町
」
の
み

で
す
。

　

新
た
な
宣
言
は
、
今
後

も
庁
内
で
検
討
す
る
と
と

も
に
、
看
板
の
設
置
場
所

は
新
庁
舎
の
外
構
工
事
に

合
わ
せ
て
検
討
し
ま
す
。

町
長

19

合併１０周年記念式典で町民の歌「春夏秋冬」を披露
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議会広報委員会
委 員 長 星　　光久
副 委 員 長 森　　秀一
委 員 貝田　美郎

丸山　陽子
室井　英雄
室井　嘉吉

平成２８年第４回定例会
１２月９日（金）開会予定

視　

察　

来　

庁

　

９
月
20
日
、「
み
な
み
あ
い
づ
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
方
法
な

ど
を
視
察
研
修
す
る
た
め
に
、宮
城
県
川
崎
町
議
会
の
議
会
広
聴
・

広
報
委
員
会
が
来
庁
さ
れ
、
よ
り
良
い
議
会
広
報
の
紙
面
づ
く
り

に
向
け
た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
議
会
広
報
委
員
会
も
多
く
の
刺
激
を
受
け
、
充
実
し
た

視
察
受
入
れ
に
な
り
ま
し
た
。

日 時 ８月２５日（木）　午後７時００分から
会 場 舘岩会館
参 加 者 区長ほか１４名

出 席 議 員 楠　　正次・菅家　幸弘・森　　秀一
渡部　訓正・高野　精一

質 疑 事 項
① 「駒の茶屋」の廃止後は
② 議員定数と議員報酬に関する特別委員会
　 での検討内容は

要望・意見
① 国道３５２号線（福渡地内）の整備計画は
② 会津高原リゾート㈱従業員の処遇改善を
③ 町内測量会社の育成を

戸中区・松戸原区・押戸区・吉高区・福渡区


